








研究目的 

クレチン症マススクリーニングで発見される種々の病態の中に TSH 軽度上昇,T4 正常を示

し,臨床症状の乏しい症例が存在する。シンチグラムで異所性甲状腺腫や甲状腺腫を認める

場合は,軽症クレチン症と診断し治療を行うが,位置,大きさが正常の場合は長期の経過観

察によって診断する必要がある。高 TSH 血症が生後2-9 ヵ月で正常化し以後再上昇のない

場合は乳児一過性高TSH血症とされるが,高TSH血症が持続し,T4は低下しない症例が存在

する。これらの症例の病態や予後は現時点では不明である。今回このような 3症例の臨床

経過を詳しく観察し,種々の甲状腺機能について検討を加えた。 


